
利、および自ら体験してきた悪戦苦闘から得
た知恵・知識をベースに、大陸市場をきちん
と認識することができ、正しい意思決定を下
しやすいと考えられる。また、環境変化に際
して柔軟に方針・計画を修正することが得意
とも言われ、一般的に変化の局面で意思決
定を素早く下すことに躊躇しない。
加えて、資本主義経済下の先進的な経

営にも精通していることが常である。欧米の
留学先で欧米式マネジメントを学んだ台湾
地区出身者を、大陸事業の管理職―経営
陣へ大量投入している企業もある。このよう
に先進的な経営を理解しつつも、大陸市場
の肌感覚をも併せ持つ経営層がおり、かつ
意思決定は柔軟かつ早い。日系企業の「経
営機能の補完」として、合弁企業の経営判
断の場面で台資企業側の意思決定能力や
スピードをうまく利用できれば、日系企業に
とっても得るものが大きいと期待される。

■華僑ネットワーク
民族、言語のアドバンテージを背景として、

台資企業は行政府とのパイプ作りに非常に
長けている。中国政府に公式に認められた
「台商協会」という組織は、地方政府との交
渉を同組織がバックアップする機能を持って
いる。また、民間の中国人脈作りにも同様に
優れている。日系企業が中国大陸で人脈を
形成するに際しても、市場開拓や販路拡大、
代理店選定、中国大陸の調達先などの場
面で、これまで台資企業が築いてきた華僑
ネットワークを活用してくれることが期待され
る。特に規制が強い分野や、立地が重要
な業種（小売、不動産等）については、人
脈を駆使した情報力が事業成功の決定的
要因になりやすいため、華僑ネットワークの
力は大いに頼りになるものと思われる。（次回
99 号に続く）

■人生を賭けて大陸に挑む
前号で触れた「脱台湾地区」の流れは、

台湾地区の全人口の5%以上が中国大陸に移
動するという現象を生んでいる。そして、大陸
に渡った彼らには、不断の競争が待ち受けて
いる。優秀な大陸出身者と激しいポスト争い
が繰り広げられる。台資企業は、台湾地区出
身者であること自体を特別扱いせず、パフォー
マンスを客観的に評価するため、アドバンテー
ジなしの競争が生じる。しかも一般的に、大
陸出身者の方が台湾地区出身者に比べて人
件費が安いというハンデがある。現地の日本
企業で（すべてのポジションに当てはまる訳で
はないが）、日本人に“安全地帯 ”が用意さ
れているのとは大きな違いである。
加えて、台湾地区からはチャイナドリームを

夢見た人間が続 と々やってくる。よって、中国
大陸に自分の居場所を作るために大陸事業
で高いパフォーマンスを発揮し続けることが求
められるのである。大陸出身者にポストを奪
われ、かといって台湾地区本社にも戻る場所
がなく、大陸で就職浪人になった人達も多い
と聞く。輸出型製造業の事例だが、就職浪
人の中に経営幹部層が含まれていたこともあ
るそうだ。こうした中、「自分の場所を作ること
に集中しなくては生活ができない」「定年まで
は台湾地区に帰らない覚悟で臨む」と、人生
を賭けて大陸で仕事している台湾地区出身者
が多いのも頷ける。台資企業内のヒトの競争
は、組織内のヒトの「新陳代謝」に繋がり、結

果として台資企業内には、背水の陣で戦い続
ける台湾地区出資者とポスト争いに勝つ能力を
持った大陸出身者が残る傾向にある。
■大陸市場との共存の「型」の会得
「華人社会」の一員であることは、台資企
業の成功の一要素に過ぎない。台資企業の成
功の裏には、台資企業経営層の「大陸市場へ
の執着心」と「失敗観」、加えて優秀な華人を
組織に残す「新陳代謝のメカニズム」が存在
する。そして、社員一人ひとりの戦いは失敗に
幾度となくぶつかりつつも、それらを糧としなが
ら執念深く大陸市場での成功の道を探す台資
企業の行動へと繋がっていく。こうして大陸市
場との距離を徐 に々縮めていき、最終的に大
陸市場との共存の「型」を会得するに至った
企業こそが「内販」で成功を掴んでいる、と私
は考えている。

＊

日系企業が享受するメリット
台資企業の提供価値
ここまでは台資企業の特性、大陸市場での
成功要因を考察してきた。次に「日台合弁」に
焦点を当て、これまで述べてきたような特性を
持つ台資企業と日系企業が共同で大陸事業
を展開することの意義について考えていく。台
資企業の持つ武器は、具体的にどのような形
で日系企業にプラスに働くのだろうか。

■意思決定能力とスピード
前述の通り、在大陸の台資企業の経営層に

は、もともと台湾地区の本社経営層にいたが、
自ら大陸市場に乗り込んで「現地人化」してい
る人間が多い。経営層自らが来ていることから、
中国法人は強い意思決定権限を持ち、独自に
意思決定する傾向にある。また、時間をかけて
「現地人化」した経営層は、先天的な民族の
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